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本報告書は，人文社会科学研究科博士後期課程プロジェクト「外来性に関わる通時性と共時性」
のプロジェクト報告書である．「接触場面の言語管理研究」としては第 10 号になる． 
本報告書では，2011 年 3 月に博士の学位を取得した大場美和子氏（現広島女学院大学准教授）
と 2011 年度に博士論文を提出した王冰菁氏による博士論文の一部を掲載した．お二人とも苦労
して論考をまとめたもので，話し言葉研究を一層発展させたものといえる．今後，さらに論を深
化していかれるものと期待したい． 
接触場面研究はミクロのディスコースにおける言語管理をもっぱら研究してきた過去がある
が，本報告書の今論文，鄒論文は，定住外国人の接触場面を対象として，より長いスパンでの言
語管理をとりあげている．プロジェクトのテーマでいえば，通時性に焦点をあてた接触場面研究
といえる．これらの研究では，方法論の開発や，言語管理の理論的な修正や追加が必要になるか
もしれず，今後の展開に関心をもっていきたい． 
楊論文では，不一致応答が生じるプロセスを生成と管理の２つのプロセスの相互作用とみなす
ことで説明をこころみている．研究はそろそろまとめに入るころと思われるが，読者のみなさま
の建設的なフィードバックをお願い出来ればと思う． 
最後に博士前期課程に所属する４名の論文を掲載した．袁論文と高研究ノートは，発話行為の
ほめと謝罪をあつかっているが，それぞれ，ほめる側，謝罪する側だけでなく，その相手方との
相互作用にも目をむけているところが注目される．崔論文と松沼論文は，それぞれ対象もテーマ
も異なるが，実際の自然データをあつかっていることで共通している．崔論文では旅行会社の問
い合わせ電話，松沼論文では日本語学習者のメディア接触の実際をインタビューから浮かび上が
らせており，自然データの重要性を再確認することとなった． 
また，末尾には言語管理研究会の活動報告をのせた．今年度は３月の東日本大震災当日におこ
なわれたカレル大学ネクバピル教授の特別講演会と，10 月に早稲田大学との共催のかたちで実
施した国際シンポジウムがあるが，どちらもさまざまな意味で記憶にのこる活動であった． 
今後とも皆様のご指導ご鞭撻をお願いもうしあげるとともに，言語管理研究会への変わらぬご
支援もあわせて頂戴できればと思います． 
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